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新
年
の
年
賀
状
は

紙
か
ら
電
子
へ
の
移

行
が
体
感
と
し
て
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す

▼
個
人
の
近
況
報
告

な
ど
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
る
ケ
ー

ス
が
ふ
え
て
い
る
と
感
じ
ま

す
▼
話
題
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

に
関
し
て
も
、ス
マ
ホ
か
ら

得
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が

皆
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
▼
日
本
新
聞
協
会
が
公
表

し
た
最
新
デ
ー
タ
に
よ
る
と

一
般
紙
の
総
発
行
部
数
が

２
８
０
０
万
部
台
だ
っ
た

そ
う
で
す
。こ
の
５
年
で
は

１
０
０
０
万
部
の
減
少
で
、

平
均
す
る
と
毎
年
約
２
０
０

万
部
ず
つ
減
っ
て
お
り
、15

年
後
に
は
紙
の
新
聞
が
日
本

か
ら
消
え
て
し
ま
う
ほ
ど
の

勢
い
だ
と
か
▼
個
人
的
に

は
、「
新
し
く
聞
く
」こ
と
は

デ
ジ
タ
ル
で
得
ら
れ
る
ほ
う

が
圧
倒
的
に
早
い
の
で
、新

聞
は
コ
ラ
ム
な
ど
が
楽
し
み

で
す
▼
そ
の
一
端
を
担
え
る

よ
う
精
進
し
ま
す
。　 （
Ｎ
）

　
▼
節
分
祭
　
▽
法
要
・
豆

ま
き
３
日
11
時
長
谷
寺
。
13

時
半
・
15
時
遊
行
寺
。
14 

時
龍
口
寺
。
▽
祭
典
・
神
事

の
み
10
時
、
森
戸
神
社
（
葉

山
）。
13
時
鶴
岡
八
幡
宮
。

15
時
鎌
倉
宮
（
福
豆
配
布
）

　
▼
初
午
祭
　
５
日
14
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
境
内
の
丸
山
稲

荷
。
農
耕
開
始
に
あ
た
り
豊

作
を
祈
願
す
る
。

　
▼
針
供
養
　
８
日
10
時

半
、
荏
柄
天
神
社
。

　
▼
紀
元
祭
　
11
日
10
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。建
国
を
祝
う
。

　
▼
大
国
祷
会
成
満
祭
　
11

日
10
時
水
行
、12
時
大
法
要
。

長
勝
寺
。

　
▼
涅
槃
会
　
15
日
10
時
建

長
寺
。
10
時
写
経
、
13
時
法

話
、
14
時
法
要
、
光
明
寺
。

13
時
法
要
、
龍
口
寺
。
釈
迦

入
滅
の
法
会
。

　
▼
祈
年
祭
　
17
日
10
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。
豊
作
祈
願
。

　
▼
天
長
祭
　
23
日
10
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。
天
皇
の
誕
生

を
祝
い
、
聖
寿
の
長
久
と
国

民
の
平
安
を
祈
念
。

２月

　
新
春
は
美
し
い
庭
や
花
で

知
ら
れ
る
扇
ガ
谷
海
蔵
寺
さ

ま
を
訪
ね
ま
し
た
。
お
庭
の

隅
々
ま
で
箒
の
跡
が
残
る
庭

は
輝
い
て
見
え
、
静
か
な
境

内
に
心
が
和
み
ま
す
。
光
栄

に
も
和
尚
さ
ま
に
お
茶
を
い

た
だ
き
、
陽
光
を
あ
び
な
が

ら
穏
や
か
な
時
間
を
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
み
ほ
と
け
は
本
堂

海
蔵
寺
・
毘
沙
門
天
立
像

題
字
は
建
長
寺
派
管
長
　
吉
田
　
正
道

（128)

文
　
　
永
井
宗
直

写
真
　
原
田
　
寛

の
開
山
様
（
源
翁
禅
師
）
の

左
側
に
置
か
れ
た
こ
ぢ
ん
ま

り
と
し
た
美
し
い
お
厨
子
に

お
祀
り
さ
れ
た
毘
沙
門
天
さ

ま
で
す
。

　
像
は
小
さ
い
な
が
ら
、
飛

び
出
し
て
く
る
よ
う
な
勢
い

を
感
じ
ま
す
。
足
元
に
は
二

匹
の
邪
鬼
を
踏
み
出
し
て
い

ま
す
。
と
て
も
小
さ
な
邪
鬼

で
す
が
、
し
っ
か
り
と
し
た

玉
眼
で
こ
ち
ら
を
睨
ん
で
い

ま
す
。
気
品
よ
く
力
量
を
感

齋い
つ
き宮
眞し
ん
け
い
慶
」
と
あ
り
ま
す
。

老
舗
鎌
倉
彫
店
・
博
古
堂
の

後
藤
家
に
よ
る
も
の
で
し

た
。
後
藤
家
は
鎌
倉
時
代
、

禅
宗
の
仏
像
制
作
を
担
い
、

運
慶
の
末
裔
と
し
て
知
ら
れ

た
仏
師
で
す
。
や
が
て
時
代

の
変
遷
で
鎌
倉
彫
と
い
う
美

術
工
芸
品
と
し
て
の
新
し
い

道
を
拓
か
れ
現
在
に
至
っ
て

ず
る
像
な

の
で
、
や

は
り
作
者

が
気
に
な

り
ま
す
。

　
台
座
下

に
墨
書
銘

が
残
り
、

そ
こ
に

は
「
扇
ケ

谷
住
大
佛

所
、
後
藤

い
ま
す
。
こ
の
毘
沙
門
天
像

の
原
型
は
杉
本
寺
に
安
置
さ

れ
て
い
た
も
の
を
江
戸
時
代

に
模
し
て
制
作
さ
れ
た
と
い

い
ま
す
。

　
鎌
倉
時
代
か
ら
扇
ガ
谷
周

辺
に
は
佛
所
が
立
ち
並
び
盛

ん
に
活
動
さ
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。
そ
の
高
い
技
術
力
が

時
を
経
て
鎌
倉
彫
と
い
う
美

術
工
芸
へ
と
展
開
し
た
こ
と

に
、
往
時
を
垣
間
み
る
こ
と

が
で
き
た
一
日
で
し
た
。

　
寄
木
造
、
玉
眼
、
彩
色
、

像
高
16
・
９
㎝
、
江
戸
時
代
。

本
堂
内
の
拝
観
は
不
可
。

　
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
ま
ち

ぐ
る
み
で
推
進
す
る
『
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
タ
ウ
ン
』
認
定

を
目
指
そ
う
と
鎌
倉
市
は
、

１
月
15
日
市
内
大
町
の
安
国

論
寺
で
「
ゼ
ロ
次
会
」
と
称

し
て
、
市
民
団
体
、
企
業
、

商
店
な
ど
を
交
え
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
ワ
ー

鎌
倉
を
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
タ
ウ
ン
に

推
進
組
織
発
足
に
向
け
産
官
民
が
意
見
交
換

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
た
。
約

40
人
が
参
加
し
て
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

　
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
と
は
、

立
場
の
弱
い
生
産
者
の
労
働

環
境
な
ど
に
配
慮
さ
れ
た
商

品
取
引
の
こ
と
。
今
回
は

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
タ
ウ
ン
運

動
の
推
進
組
織
の
発
足
に
向

コーディネーターの
末吉里花さん

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
タ
ウ
ン
鎌
倉
ゼ
ロ
次
会
＝
1
月
安
国
論
寺
で

け
た
会
合

で
、
松
尾
崇

鎌
倉
市
長

は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
未
来
都
市

に
選
定
さ
れ

て
い
る
鎌
倉

市
は
、
そ
の
取
り
組
み
に
お

い
て
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
タ
ウ

ン
を
目
指
し
た
い
。
何
も
決

ま
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら

何
を
や
り
た
い
か
を
話
し
合

い
、
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
と
共

に
進
め
て
い
き
た
い
」
と
挨

拶
。

　
鎌
倉
市
エ
シ
カ
ル
消
費
推

進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
末
吉
里

花
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

―
に
、
日
本
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
フ
ォ
ー
ラ
ム
理
事
の
胤
森

な
お
こ
さ
ん
が
、
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
タ
ウ
ン
の
認
定
基
準

な
ど
概
要
を
説
明
。
日
本
で

４
番
目
に
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

タ
ウ
ン
に
認
定
さ
れ
た
逗
子

市
の
「
逗
子
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
タ
ウ
ン
の
会
」
の
磯
野
ア

サ
さ
ん
（
大
学
１
年
）
が
、

逗
子
コ
ー
ヒ
ー
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
担
当
し

楽
し
く
活
動
し
て
い
る
現
状

な
ど
を
話
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
や
っ
て
み

た
い
こ
と
を
紙
に
書
き
、
仲

間
探
し
を
し
、
５
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
具
体
的

な
進
め
方
な
ど
を
話
し
合
っ

た
。
結
果
報
告
で
は
、
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
の
市
民
へ
の
認

知
度
を
高
め
る
方
法
、
観
光

を
活
か
し
た
取
り
組
み
、
５

月
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
月
間

に
向
け
て
ヒ
ト
と
ヒ
ト
を
つ

な
げ
て
鎌
倉
を
世
界
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
な
ど
、
積

極
的
な
意
見
が
で
た
。

　
市
で
は
、
次
年
度
に
推
進

委
員
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
る

よ
う
声
掛
け
を
し
令
和
７
年

度
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
タ
ウ

ン
認
定
を
目
指
す
と
い
う
。

昭
和
の
鎌
倉
の
風
景
写
真
展

田
辺
新
之
助
の
紹
介
パ
ネ
ル
も

　「
古
都
鎌
倉
へ
の
ま
な
ざ

し
」
と
題
し
て
、
鎌
倉
市
中

央
図
書
館
が
２
月
22
日
～
26

日
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
、
昭
和
30
年
代
か
ら
50
年

代
を
中
心
に
活
躍
し
た
写
真

家
・
鈴
木
正
一
郎
、
皆
吉
邦

雄
、
安
田
三
郎
の
３
氏
が
撮

影
し
た
鎌
倉
の
風
景
写
真
約

３
百
点
を
展
示
す
る
。

　
写
真
記
録
集
『
古
都
鎌
倉

へ
の
ま
な
ざ
し
』
発
行
を
記

念
し
た
展
示
会
で
、
写
真
集

の
発
行
は
３
月
ご
ろ
。

　
展
示
の
見
ど
こ
ろ
は
旧
市

内
や
観
光
地
だ
け
で
な
く
、

市
内
全
域
に
わ
た
っ
て
撮
影

さ
れ
て
お
り
、
日
常
を
あ
り

の
ま
ま
に
と
ら
え
た

記
録
で
あ
り
、
撮
影

時
期
が
は
っ
き
り
し

て
い
る
。

　
同
時
開
催
で
「
田

辺
新
之
助
の
生
涯

―
教
育
者
・
漢
詩

人
・
家
庭
人
」
の
展

示
も
あ
る
。

　
明
治
か
ら
昭
和
期

に
活
躍
し
た
鎌
倉
女

学
院
設
立
者
で
、
漢

詩
人
で
あ
る
田
辺
新
之
助
の

人
と
な
り
を
鎌
倉
市
中
央
図

書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
「
松

し
ょ
う
は坡

文
庫
」
資
料
を
も
と
に
た
ど

る
。
入
場
無
料
。
鎌
倉
市
中

央
図
書
館
☎
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